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F 和 の た め の 
国際 平和 の 年 に 
胃 催 され た こと を た い へ ん うれ し く 
命 感 と 、 朝 鮮 人 
に 参加 し た 代表 の みな さん を 熱烈 ( 
島 の 緊張 を 緩和 し 、 核 戦争 の 危険 を 防ぐ こと は 
に お いて 解決 を 迫 ら れる 切実 な 問題 の 一 つ で す 。 

こ は 非 常に 緊張 し た 情 葵 が 4 
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国 の 首都 平壌 で は 、 朝 鮮 
民 の 共通 の 志向 と 念願 を 反映 し て 、 朝 鮮 半 
国際 会 議 が 開か れ ま し た 。 
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的 な 標的 と な っ て いま す 。 
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事 境界 線 を 隔て て 、 
け あ っ て いま す 。 軍事 境界 
、 核 兵器 で 装備 し た 4 万 余 の アメ リカ 軍 と 、 





ほぼ 100 





彼ら は つね に 北 に 向け て 攻撃 能 
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ほか な ら ぬ こ 





F 和 の 闘士 、 著 名 な 人 士 が 一 堂 


F 壌 は 、 ア メリ カ の 核 弾 頭 


の レジ た だ この で 、 
に 会 し て 非核 





平和 の た め の 会議 を 開く こと 自体 が 、 核 戦争 の 危険 性 と 平和 運動 





















































の 必要 性 を ひし ひし と 感じ させ 、 こ の た び の 会 議 の 意義 を いっ そ 
う ク ロー ズ ア ッ プ させ る も の で す 。 世界 の 関心 が 集中 し て いる な 
か で 開か れ た この た び の 平壌 国際 会 議 は 、 帝 国 主義 の 核 狂信 者 と 


好戦 
世界 の 平和 愛好 人 民 に は 大 き な 力 と な り 励 まし と な る で し ょ う 。 
朝鮮 半島 の 緊張 し た 情勢 と 核 戦争 の 危険 は 、 ア メリ カ の 対 章 鮮 
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分 子 に は 大 き な 打 撃 と な り 、 平 和 の た め に た た か う 朝 鮮 人 民 




















政策 と 対 ア ジア 戦略 の 直接 の 産物 で す 。 
アメ リカ が 朝鮮 で 追求 し て いる 目的 は 、「 二 つの 朝鮮 」 を つく り 


あげ て わが 国 を 永久 に 分 像 させ 、 南 朝鮮 を 彼ら の 植民 地 と し て 掌握 
し つづ ける こと で あり 、 南 朝鮮 を 足場 に 共和 国 北 半 部 と アジ ア の 社 
主義 諸国 、 ひ いて は 全 ア ジア 大 陸 を 侵略 する こと で あり ます 。 
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核兵器 を は じ め 侵 略 兵 力 を 大 々 的 に 増強 し て お り 、 新 た な 戦争 挑 
発 策動 に 狂 春 し て いま す 。 周知 の よう に 、 ア メリ カ は 狭い 南朝 鮮 

















アメ リカ 帝国 主義 者 は その 侵略 目的 を 達成 する た め 、 南 朝鮮 で 
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器 を 引き 入れ て いま す 。 ア メリ カ は それ で も 足ら ず 、 今 後 南朝 魚 
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配備 交 度 に お いて NATO 地域 の 4 倍 に 相当 する 膨大 な 量 の 核 兵 


























に 新型 村 兵 器 と 化学 兵器 を さら に 搬入 し 、 数 十 の 核兵器 特殊 貯蔵 








戦 3 
りや まず 、 き な 臭い に お い が 濃 く た だ よっ て いま す 。 
プ メ リ カ 中 国 主 義 日 は その 侵略 的 な 対 ア ジア 戦略 の 遂行 に 日 本 














庫 を 建設 し よう と し て いま す 。 ア メリ カ 帝 国 主 義 者 は 南朝 鮮 で 核 




















演習 に 熱 を あげ て お り 、 そ の た め 南 朝鮮 で は 銃砲 の 響き が 鳴 
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主義 者 を 引き 入れ る た め 、 ア メリ カ と 日 本 、 南 朝鮮 間 の 3 角 軍 

















事 同 盟 を つく りあ げ る 策動 を いっ そう むき だ し に し て いま す 。 こ 
れ は 、 極 東 地域 に お ける アメ リカ の 侵略 と 戦争 策動 が ます ます 危 
険 な 段階 に つき 進ん で いる こと を 示す も の で す 。 

わが 党 と 共和 国政 府 は 、 ア メリ カ の 侵略 政策 に 対処 し て 、 朝 鮮 
半島 の 緊張 を 緩和 し 、 平 和 を 守り 、 朝 鮮 問題 を 平和 的 に 解決 する 
た め 積 極 的 に た た か っ て いま す 。 
われ われ は 朝鮮 民族 に 対し て に な っ て いる 重大 な 責任 と 、 世 界 
平和 偉業 へ の 岩 高 な 使命 感 か ら 、 国 の 統一 を 自主 的 に 、 平 和 的 に 
実現 する と いう 根本 方 針 を 堅持 する と と も に 、 多 く の 合理 的 で 建 
設 的 な 平和 提案 を 示し 、 そ の 実現 の た め 誠 意 あ る 努力 を つく し て 
きま もじ た 。 
朝鮮 停戦 協定 を 平和 協定 に か え 、 北 と 南 の あい だ に 不可 侵 富 
を 採 択 する た め の 3 者 会 談 提案 を は じ め 、 わ れ わ れ の 示し た 公明 
大 な 平和 提案 は 、 す で に 世界 各国 人 民 の あい だ に 広く 知ら れ て い 
ます 。 われわれ は 今年 に 入っ て か ら も 、 軍 事 当局 者 会 談 を 開き 、 
朝鮮 半島 に お ける 覧 張 と 軍事 的 対決 を 解消 する と いう 重大 な 発起 
を お こない 、 共 和 国 政府 の 声明 を 発表 し て 、 朝 鮮 半 島 を 非核 地 
帯 ・ 平 和 地 帯 に か える た め の 積 極 的 な 平和 提案 を 示し まし た 。 
し か し 、 わ れ わ れ が 示し た 平和 提案 は 現在 まで 一 つと し て 実現 
され て お ら ず 、 朝 鮮 半 島 の 情勢 は 日 まし に 激化 し て いま す 。 こ 4# 
は も っ ぱら 、 ア メリ カ と 南朝 鮮 当 局 者 が 緊張 緩和 と 平和 を 望ん で 
お ら ず 、 依 然 と し て 侵略 と 戦争 政策 を 追求 し て いる た めで す 。 
アメ リカ の 対 朝鮮 政策 、 対 アジ ア 戦 略 に 変化 が な く 、 ア メリ カ 
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わた し は この 機会 を か り て 、 朝 鮮 労働 党 中 央 委員 会 と 共和 国政 
こ お い て 、 朝 鮮 半 島 に お ける 平和 と 祖国 の 平和 的 統一 を め 
民 の た た か い を 積極 的 に 支持 声援 し て お り 、 朝 鮮 半島 
・ 平 和 地 帯 に する と いう われ われ の 提案 に 積極 的 な 支 
持 と 連帯 を 寄せ て いる 、 兄 弟 の 社会 主義 諸国 と 非 同 盟 諸 国 を は じ 
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帝国 主義 者 の 戦争 政策 と 核 兵 問 増強 策動 の た め 、 今 日 地球 上 に 
の 暗 守 が た れこ め て お り 、 人 類 は 核 戦争 の 人 脅威 に さら さ 
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F 和 愛好 人 
開 し て 、 芝 上 
を 粉砕 し 、 い っ さい の 核 兵 
日 まし に 露 朋 に な る 音 
けれ ば な り ま せん 。 

兵器 が ある か ぎり 、 枝 戦 
旧 常 的 な 核 の 田 威 か ら 抜け だ す 
験 と 製造 、 配 備 を 
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の 軍事 化 業 動 
廃絶 を 実現 する と と も に 、 





E 義 を 愛す る 世界 諸国 














平和 を 守る た め に は 、 帝 国 
助 を 阻止 する た た か い を 
ひろ げ な けれ ば な り ま せん 。 
に な り 、 惨 者 の 前 で は 凶 茜 に な る の が 帝国 
人 民 が か た く 団 
結 し た カカ で た た か うな ら ば 、 ゆ う (!【 
F 和 を 守る こと が で きま す 。 
戦線 を 結成 し 、 
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豆 険 は 消 
と が で きま せん 。 
し 、 現 在 の 各種 核 兵 
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は 核 惨 袖 の 危険 か ら 最 
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終 的 に 抜け だ すこ と が で き 、 世 界 の 
持 さ れる で し ょ う 。 
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、 ア ジア と ヨー ロッ パ を は じ め 世 界 各 1] 
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礎 の うえ で 維 


























が 力強く 響き わた っ て お り 、 反 戦 ・ 反 核 平 和 運 動 が 強力 に 展開 さ 
れ て いま す 。 

ツ 連 共産 党 と ソ連 政府 は 、 核 実験 の 禁止 、 核 軍縮 の 実現 、 
の 軍事 化 の 防止 、20 世 紀 末 まで の 核兵器 と 化学 兵器 の 完全 廃絶 を 
内 容 と する 積極 的 な 平和 提案 を 示し 、 さ き ご ろ は また 、 一 方 的 な 
核 実験 凍結 期限 を 1987 年 1 月 1 日 まで 延長 する と いう 主 動 的 な 措置 
を 講じ まし た 。 こ れ は 、 核 戦争 の 危険 を 取り 除き 、 世 界 の 平和 と 
安全 を 守 ろ うと する ソ連 共産 党 と ソ連 政府 の 責任 ある 立場 と 平和 
愛好 的 な 対外 政策 を その まま 示す も の で す 。 

われ われ は 、 世 界 の 平和 と 安全 を 守る た め の ソ ツ 連 の 平和 提案 を 
積極 的 に 支持 し 、 そ の 実現 を めざす ン ソ連 人 民 の た た か い に か た い 
連 薄 を 送る も の で す 。 
非核 地帯 ・ 平 和 地 帯 を 設置 し 、 そ れ を 拡大 し て いく こと は 、 核 
軍縮 を 実現 し て 核 戦 争 を 防止 し 、 平 和 を 守る 重要 な 方 途 で す 。 
われ われ は 、 バ ルカ ン 半 島 と ヨー ロッ パ の 各地 域 に 非核 地帯 ・ 
F 和 地帯 を 設置 する た め の 東 欧 社 会 主義 諸国 と この 地域 の 人 民 の 
た た か い を 積極 的 に 支持 し 、 彼 ら に か た い 連 帯 を 送り ます 。 

われ われ は また 、 ア フリ カ と 中 近東 、 イ ンド 
じ め 世 界 各地 域 に 非核 地帯 ・ 平 和 地 帯 を 設置 する た め の 世 界 
和 愛 好人 民 の た た か い を 積極 的 に 支持 し ます 。 
朝鮮 人 民 は 平和 を 愛す る 人 民 で あり 、 平 和 を 守る た め に た た か 
う の は 朝鮮 労働 常 と 共和 国政 府 の 一 貫 し た 対外 政策 で す 。 わ が 党 
と 共和 国政 府 は 今後 と も 自主 ・ 親 善 ・ 平 和 の 旗 を 高く か か げ て 、 
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社会 主義 諸国 人民 と 非 同 盟 諸国 人 民 、 世 界 の すべ て の 平和 愛好 人 
民 と か た く 団 結 し て 、 核 戦争 を 防止 し 、 平 和 を 守る た め に 断固 
た か う で あり まし ょ 2。 

わた し は 、 朝 鮮 半 島 に お ける 非核 ・ 平 和 の た め の 平 壌 国際 会 議 
が 順調 に 進め られ て 立派 な 成果 を お さめ 、 反 帝 ・ 平 和 を めざす 代 
表 の みな さん の 今後 の た た か いで 新た な 勝利 が 達成 され る よう 願 
* つ つ 、 朝 鮮 人 民 と 社会 主義 諸国 人 民 、 非 同盟 諸国 人 民 を は じ め 
世界 の 平和 愛好 人 民 と の 戦闘 的 友好 ・ 団 結 の た め に 、 朝 鮮 半 島 に 
お ける 非核 ・ 平 和 の た め に 、 世 界 の 平和 と 人 類 の 繁栄 の た め に 、 
会 議 に 参加 し た 各国 の 代表 と 国際 機構 の 代表 、 す べ て の 外国 の 間 
客 の みな さん の 健康 の た め に 、 こ こ に 列席 し た 同志 と 友人 の みな 
さん の 健康 の た め に 乾杯 する こと を 提起 し ます 。 
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